
ハラスメント防止対策西東京市議会における

ハラスメントのない市議会を

ハラスメントのない西東京市議会を
目指すことに努める決議（全文）

特  集議会 NEWS
予算特別委員会・決算特別委員会の
          インターネット中継の実現に向けて！

　西東京市議会では、「ハラスメントのない西東京市議会を目指すことに
努める決議（令和５年２月）」を行い、ハラスメント防止対策を目的とし
た市議会議員によるプロジェクトチームを設置いたしました。
　プロジェクトチームではこの間、他の自治体議会が定めた条例、要綱、
規則や判例等を参考に事例検討を行い、ハラスメント防止に向けた討議
を続けてまいりました。
　また、議員研修を通じ、市政に携わる自らの権能と責務を自覚すると
ともに、常に高い倫理意識を持って議員活動を行わなければならないこ
とを改めて確認いたしました。
　市民の信頼に応え、自由闊達な議論や討議の場として本来求められる
市議会の実現に向け、議員一同、引き続き取り組んでまいります。

　令和4年第3回定例会で、「西東京市議会の予算特別委員会・決算
特別委員会のインターネット中継の実現を求める陳情」が「質疑時間
等をはじめとした課題を解決し、予算・決算特別委員会のインターネ
ット中継の早期実施に取り組む。」との意見を付して、趣旨採択いたし
ました。
　議決結果を踏まえて市議会では、議会運営委員会において中継の方
法や審査の在り方などについて、様々な観点から協議を重ねています。
これまで、中継の方法について合意形成を図ってきました。さらに今
定例会では、現行の審査方法における課題を検証するため、試験的に
審査時間等を変更し、令和6年度予算案に対する質疑を
行いました。
　今後は、今定例会での試験的実施を検証しつつ、他自
治体での取組なども参考にしながら、審査方法について
協議を進めていきます。陳情の趣旨を市議会として受け止
め、できる限り早期に中継を実施できるよう取り組んでい
きます。
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要
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
旧
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
の

跡
地
は
、
学
校
施
設
個
別
施
設

計
画
に
お
い
て
跡
地
活
用
の
考

え
方
を
整
理
し
て
い
る
。
学
校

用
地
と
し
て
必
要
な
敷
地
面
積

な
ど
を
踏
ま
え
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
で
連
携
し
、
保
谷

庁
舎
跡
地
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

意
見　
前
向
き
な
検
討
を
望
む
。

２
０
２
５
年
問
題

問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
高
齢
を
迎
え
ら
れ
、医
療
、介

護
、
生
活
の
支
援
が
必
要
な

方
々
が
多
く
な
る
。
市
は
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
取
組

を
進
め
る
の
か
。

答　
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
構
築

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
市
域

全
体
で
の
連
携
や
周
知
に
は
課

題
が
あ
る
。
高
齢
者
が
、
介
護

が
必
要
と
な
っ
て
も
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ

ま
で
の
日
常
に
近
い
環
境
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
西
東
京
市
版
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
深
化
、

推
進
し
て
い
く
。

胃
内
視
鏡
検
査

問　
本
市
の
主
要
死
因
別
死
亡

割
合
は
が
ん
が
最
も
多
く
、
特

に
男
性
の
胃
が
ん
が
都
の
標
準

よ
り
高
い
。
こ
れ
ま
で
の
血
液

検
査
や
唾
液
検
査
な
ど
に
代
わ

り
胃
内
視
鏡
検
査
導
入
の
理
由

は
。

答　
胃
が
ん
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
す
れ
ば
高
い
確
率
で
治

癒
す
る
が
ん
。
令
和
６
年
よ
り
、

50
歳
か
ら
79
歳
ま
で
を
対
象
に
、

精
度
の
高
い
検
査
法
で
あ
る
内

視
鏡
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
を
実

施
し
、
健
康
応
援
都
市
の
取
組

と
し
て
、
胃
が
ん
に
よ
っ
て
亡

く
な
る
方
の
減
少
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
す
。

答　
学
校
法
人
明
昭
学
園
岩
倉

高
等
学
校
と
包
括
連
携
協
定
締

結
の
た
め
の
協
議
を
し
て
い
る
。

平
和
へ
の
取
組

問　
市
長
は
平
和
の
意
義
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

平
和
意
識
の
醸
成
、
継
承
す
る

た
め
の
取
組
は
。

答　
本
市
に
は
平
和
推
進
に
関

す
る
条
例
、
非
核
・
平
和
都
市

宣
言
が
あ
る
。
本
市
に
も
戦
争

が
あ
っ
た
歴
史
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

平
和
の
日
記
念
行
事
な
ど
皆
様

と
協
働
で
推
進
す
る
。
令
和
６

年
度
は
、
平
和
首
長
会
議
に
お

け
る
被
爆
樹
木
二
世
の
苗
木
配

付
を
活
用
し
、
植
樹
を
行
う
。

地
域
防
災
計
画

問　
防
災
会
議
条
例
に
基
づ
き

防
災
会
議
で
策
定
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答　
防
災
会
議
条
例
第
３
条
に

お
い
て
、
都
、
警
察
署
、
消
防

署
、
消
防
団
長
な
ど
総
勢
34
人
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
は

計
画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答　
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る

東
京
都
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え

て
い
る
が
、
都
と
の
協
議
の
際

に
は
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
は
。

答　
１
月
30
日
か
ら
２
月
７
日

ま
で
職
員
派
遣
を
行
い
、
罹
災

証
明
書
の
発
行
・
受
付
業
務
に

従
事
。
そ
の
後
２
月
22
日
付
で

要
請
が
あ
り
、
３
月
５
日
か
ら

13
日
ま
で
２
名
職
員
派
遣
す
る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

問　
芝
久
保
第
二
運
動
場
の
返

還
に
伴
い
新
た
な
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
が
必
要
。
市
有
地
の

活
用
と
し
て
、
旧
ひ
ば
り
が
丘

中
学
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

提
案
し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

答　
利
用
者
に
は
不
便
を
か
け

て
お
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
需

二
酸
化
炭
素
排
出
の
削
減
量
は

340
・
7
ト
ン
と
な
り
、
中
間
目

標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
民
生

家
庭
部
門
の
約
15
％
に
当
た
る

と
推
定
。
令
和
６
年
度
は
、
冷

蔵
庫
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
節
水

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
加
え
た
。

節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
水

資
源
節
約
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
、
給
湯
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
削
減
で
き
る
。

空
き
家
対
策

問　
法
改
正
に
対
応
し
た
市
条

例
の
改
正
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

法
改
正
は
自
治
体
の
権
限
強
化
、

裁
量
権
を
強
化
す
る
内
容
。
空

き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
や
マ
ッ

チ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

状
況
に
応
じ
た
相
談
機
能
の
強

化
に
よ
り
登
録
を
働
き
か
け
る
。

法
改
正
に
つ
い
て
も
、
実
効
性

や
迅
速
性
を
確
保
す
る
と
い
う

法
改
正
の
趣
旨
と
本
市
の
条
例

に
よ
る
協
議
会
の
位
置
づ
け
と

の
均
衡
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

問　
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法

人
の
指
定
及
び
管
理
不
全
空
き

家
の
認
定
基
準
公
表
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答　
支
援
法
人
は
、
活
用
に
関

す
る
方
針
を
検
討
す
る
。
管
理

不
全
空
き
家
は
、
協
議
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
認
定
基
準

を
定
め
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

西
東
京
ふ
る
さ
と
探
究
学
習

問　
ふ
る
さ
と
探
究
学
習
が
始

ま
っ
た
が
、
実
施
状
況
は
。

答　
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
地

域
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅
力
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
課
題

解
決
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
実
践
的
に
育
ん
で
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

問　
令
和
６
年
度
の
展
開
は
。

答　
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に

導
入
が
完
了
す
る
。

市
内
学
校
連
携
の
検
討

問　
市
内
私
立
学
校
と
の
新
た

な
連
携
の
検
討
は
。

答　
継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
仕

組
み
と
し
て
企
画
提
案
事
業
に

Ｕ
29
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
を
設
定

し
参
画
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト

問　
「
子
育
て
は
最
高
の
キ
ャ

リ
ア
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
だ
が
、
今

年
度
の
取
組
は
。

答　
開
業
時
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、継
続
的
な
支
援
に
向
け
、創

業
後
３
年
以
上
を
対
象
と
し
た

新
た
な
ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
事

業
を
実
施
す
る
。
ハ
ン
サ
ム
・

マ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
方
法
の

見
直
し
や
消
費
者
と
直
接
交
流

で
き
る
機
会
を
増
や
す
。

物
価
高
騰
対
策

問　
昨
年
大
変
好
評
で
あ
っ
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
は
、
令
和
６
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
よ
う
に

求
め
て
き
た
が
、
対
応
は
。

答　
令
和
５
年
９
月
か
ら
の
実

施
で
は
市
内
で
約
10
憶
円
が
消

費
さ
れ
た
。
引
き
続
き
物
価
高

騰
等
で
影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
の

売
上
回
復
支
援
や
生
活
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
は
、
ポ
イ
ン
ト
還

元
率
は
10
％
、
実
施
期
間
を
５

か
月
間
と
し
、
事
業
実
施
す
る
。

省
エ
ネ
対
策

問　
令
和
５
年
度
省
エ
ネ
家
電

等
買
換
え
助
成
の
取
組
結
果
と

C
O
2
削
減
効
果
の
結
果
、
令

和
６
年
度
の
取
組
内
容
は
。

答　
本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
約
５
割
を
民
生
家
庭
部
門

が
占
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
実
施
状
況
は
申
請
件
数
３
千

957
件
。
全
て
実
施
さ
れ
た
場
合
、

や
私
立
へ
通
う
子
ど
も
な
ど
ま

だ
課
題
が
あ
る
。
今
後
検
討
を
。

財
政
状
況

問　
令
和
４
年
度
決
算
で
は
経

常
収
支
比
率
が
3.6
％
上
昇
し
、

都
内
類
似
団
体
と
比
較
し
差
が

拡
大
し
た
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
今
後
の
推
移
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
経
常
経
費
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
弾
力
性
の

あ
る
財
政
構
造
を
目
指
す
。

問　
池
澤
市
長
就
任
後
、
市
債

残
高
が
約
132
億
円
と
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
は
大
変
評
価
し
て

い
る
。
今
後
の
市
債
残
高
、
借

入
れ
の
考
え
方
は
。

答　
学
校
や
公
共
施
設
の
建
て

替
え
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
を
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
額
の

借
入
れ
の
際
は
３
年
間
に
お
け

る
償
還
見
込
額
の
範
囲
内
を
目

指
す
と
と
も
に
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
性
の
観
点
に
も
留
意

し
た
借
入
れ
に
努
め
る
。

問　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
20

億
円
を
割
り
込
み
18
億
９
千
万

円
と
な
る
が
、
残
高
に
対
す
る

考
え
方
は
。

答　
令
和
５
年
度
は
急
激
な
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
生

活
者
や
事
業
者
に
対
す
る
支
援

対
策
と
し
て
基
金
を
活
用
し
た
。

今
後
は
残
高
の
推
移
に
留
意
し
、

残
高
確
保
、
回
復
に
努
め
る
。

若
者
参
画

問　
若
者
の
視
点
や
行
動
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
し
て

い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
若
者
の
役
割
と
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

答　
地
域
の
課
題
や
目
指
す
方

向
性
な
ど
を
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
、
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
共
に
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

仕
組
み
や
き
っ
か
け
づ
く
り
な

ど
を
通
じ
、
若
者
の
力
を
地
域

の
創
生
に
生
か
し
て
い
く
。

問　
若
者
が
参
画
す
る
た
め
の

市
の
取
組
は
。


